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宇都宮の教育

スゴいスゴいココが

「知・徳・体」で人間力の高い宮っ子へ

　子育て環境の良さに加え、教育面の充実も大きな魅

力の宇都宮。心豊かでたくましい「人間力」の高い子ど

もたちを育てるべく、さまざまな面から学校教育に

力を入れています。

　今回は、宇都宮の充実した小中学校教育について、

「知（学力）」・「徳（心）」・「体（体力）」の３つのキーワード

から迫ります。

知 徳 体

もっと深くもっと深く
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戸
祭
小
学
校
の
昼
休
み
。
子
ど
も
た

ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
集
ま
り
、
図
書

室
は
静
か
な
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

読
み
始
め
た
本
に
引
き
込
ま
れ
て
い

く
子
、
次
に
借
り
る
本
を
選
ん
で
歩
き

回
る
子
、
友
達
と
情
報
交
換
を
楽
し
む

子
―
―
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
に
読
書
を

楽
し
む
姿
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
平
均
の
約
３
倍
。
こ
の
驚
く
べ

き
数
値
は
、
宇
都
宮
の
小
中
学
生
の
読

書
量
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

「
あ
る
女
の
子
は
、
い
つ
も
大
切
に

本
を
持
ち
歩
い
て
い
た
り
、
あ
る
男
の

子
は
、
私
が
薦
め
た
本
に
興
味
津
々
で
、

す
ぐ
に
借
り
て
読
み
進
め
て
く
れ
た
り
。

本
当
に
本
が
好
き
で
身
近
な
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
」。
そ
う
話
す
の
は
、

戸
祭
小
学
校
で
司
書
を
務
め
る
大
森
先

生
。

　

宇
都
宮
の
小
中
学
校
で
は
、
図
書
館

教
育
の
充
実
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
キ
ー

ワ
ー
ド
の
一
つ
は
「
協
力
・
連
携
」。

　

教
職
員
、
市
立
図
書
館
、
そ
し
て
中

学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
学
校
園
で
の

他
校
の
司
書
と
の
情
報
交
換
。
普
段
は

一
人
で
の
作
業
が
多
く
な
り
が
ち
な
司

書
と
し
て
、「
こ
の
つ
な
が
り
は
と
て

も
あ
り
が
た
い
」
と
大
森
先
生
は
言
い

ま
す
。

　

「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
の
体
制
に
よ
っ

て
図
書
館
教
育
が
充
実
し
て
い
く
。
そ

ん
な
環
境
の
良
さ
が
宮
っ
子
の
読
書
活

動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　　

学
校
図
書
館
司
書
と
か
が
や
き
ル
ー

ム
（
※
１
）

と
呼
ば
れ
る
特
別
支
援
教
室
の

指
導
員
は
、
市
独
自
に
全
小
中
学
校
に

戸祭小学校 学校図書館司書

大森　万智子 先生

宇
都
宮
で
読
書
が
盛
ん
な
理わ

由け

本
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
「
司
書
」
の
存
在

　まずは、学校生活の中心となる「知」から。宮っ

子は特に読書量が豊富で、他にもさまざまな教育

サポート体制が抜群。その様子を小学校の図書室

からリポートします。

知

体徳

本は友達。

「読む力」を

育みたい。

全教科とも

全国水準超え

　中学 3 年生の全教科で、

平均正答率が全国平均・県

平均を上回っています。

　小中学校が連携した一貫

性のある指導の成果が表れ

ていると考えられます。

「市費非常勤嘱託員」数が

中核市トップレベル

　学校に勤務する市費非常

勤嘱託員は438人（※3）で、中

核市54市でもトップレベルの

配置人数です。

　本市では、全国平均約２倍

の人数の嘱託員が学校生活

を支えています。

サポートがスゴい学力テストの結果がスゴい ココが

スゴい
ぞ

宇都宮

※ 1　通常の学級に在籍し、特別な支援を必要とする児童生徒に、個別指導などを行うため校内に設置する教室のこと。
※ 2　学校図書館司書の他、学校栄養士、外国語指導助手（ALT）、学力向上非常勤嘱託員などがいます。
※ 3　出典　「平成 30 年度中核市教育要覧」平成 30 年 5 月 1 日時点。

何
と
全
国
平
均
の
約
３
倍

読
書
が
大
好
き
な
宮
っ
子
た
ち

全国水準の

約３倍の読書量

　1カ月に読む本の

平均冊数は、小学生

が29.5冊。中学生

が12.2冊。これは

いずれも、全国平均

を大きく上回る圧

倒的な量です。

読書量がスゴい
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（※2） 学力
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配
置
さ
れ
る
な
ど
、
非
常
勤
嘱
託
員
が

数
多
く
勤
務
し
、
学
校
教
育
を
支
え
て

い
る
の
が
、
宇
都
宮
市
の
教
育
の
特
徴

の
一
つ
。

　

そ
の
う
ち
、
司
書
の
全
校
配
置
は
平

成
18

年
。
以
降
、
小
中
学
校
の
読
書
量

は
飛
躍
的
に
上
昇
し
ま
し
た
（
２
ペ
ー

ジ
下
の
グ
ラ
フ
）。
各
学
校
の
司
書
の

一
つ
一
つ
の
努
力
や
創
意
工
夫
が
子
ど

も
た
ち
の
「
本
を
読
み
た
い
」
と
思
う

心
を
く
す
ぐ
っ
て
い
ま
す
。

　

大
森
先
生
は
言
い
ま
す
。「
私
た
ち

司
書
に
で
き
る
こ
と
は
本
を
渡
す
こ
と
。

教
諭
や
保
護
者
と
違
い
、
直
接
知
識
を

与
え
た
り
育
て
た
り
す
る
立
場
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
通

う
心
の
交
流
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
見
守
る
、
親
し

み
や
す
い
存
在
で
あ
り
た
い
で
す
ね
」。

　

「
豊
か
な
読
書
体
験
を
通
し
て
、
見

知
ら
ぬ
人
へ
の
想
像
力
を
養
い
、
共
感

力
が
高
ま
り
ま
す
。
読
ん
だ
冊
数
と
と

も
に
、
本
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
本

と
対
話
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
す
大

森
先
生
。「
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
。
の

ん
び
り
で
も
い
い
。
じ
っ
く
り
と
本
に

向
き
合
っ
て
ほ
し
い
。
本
は
、
い
つ
も
、

い
つ
で
も
ず
っ
と
友
達
で
い
て
く
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
本
は
心
の
栄
養
で
す
。

心
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
た
く
さ
ん
集
め
て
詰

め
込
ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

本
は
ず
っ
と
友
達

▲休み時間には、自発的に子どもたちが図書室

に集まって本を楽しんでいます。子どもたちが

多くの時間を過ごす普通教室や図書館などにも

空調設備が設置され、快適な学習環境が整って

います。

きめ細かな

少人数指導

　市の非常勤嘱託員59

人などを配置し、小学校

の算数や中学校の数学・

英 語 で 習 熟 度 別 学 習 や

ティームティーチングに

よる少人数指導を行って

います。

「宇都宮モデル」に

基づいた授業改善

　全ての小中学校の先生が、

「はっきり じっくり すっきり」

をキーワードに、新学習指導

要領に求められる「主体的・

対話的で深い学び」を実現す

るための授業づくりに取り組

んでいます。

2020年

小学校教育が変わります

上戸祭小学校 ALT

エイドリアン・スクラム先生

小学5・6年生の英語が教科に

　小学１年生から市独自に「外国

語活動」を全校で実施している他、

ALT の先生と一緒に楽しむ「イング

リッシュキャンプ」や、先生の英語

力・指導力を高める研修を実施して

います。

　また、小学校高学年の英語の教科

化に向けて、今年度か

ら年間授業数を市独自

に増やした他、授業時

間以外にも ALT の先生

による英会話教室など

も実施しています。

宇都宮オリジナル 宇都宮オリジナル

これからの

教育の

話をしよう

プログラミング教育が必修に

　プログラミング的思考を体系的に身に付

けられるよう、全小学校で、各学年とも３

時間程度、授業の中でコンピュータを用い

ずに行うプログラミング学習を実施。また、

総合的な学習の時間や５年生の算数、６年

生の理科などを

中心に、ロボッ

ト型教材を使い、

プログラミング

について学習し

ていきます。

成績がつくように
なります！

一緒に楽しく

勉強しています！

▲  イングリッシュキャンプを楽しむ小学

生とALT。

「宇都宮学」がスタート

　郷土宇都宮への

誇りと愛情を持て

るようにするため、

小中学校の授業で

「宇都宮学」を実

施します。
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　「心の豊かな子に育ってほしい」。親なら誰もが

わが子に望むことではないでしょうか。そんな思

いを、学校生活を通して実現しようとするのが、

宇都宮の「徳」の教育、「心の教育プロジェクト」

です。

※ 1　出典 「うつのみや学校マネジメントシステム」全体アンケート結果、平成 30 年度「全国学力・学習状況調査」。
※ 2「子どもの手本となる 50 の言葉」は、市ホームページからご覧になれる他、教育企画課（市役所 13 階）にも置いてあります。

▶  宮っ子チャレンジウィーク。中学 2 年

生で実施する、5 日間の職業・社会体

験活動です。活動を通し視野を広げる

生徒が毎年見受けられるといいます。

　中学生の時に、生徒会や部活動での

リーダーとしての活動が評価され、表彰

していただきました。自分が一生懸命取

り組んできたことを認めてもらえたよう

でうれしかったですね。あの頃の経験が、

今の自分をつくっていると思います。

知

体徳

　

本
市
で
は
、「
き
ま
り
を
守
る
素
直

な
心
・
よ
わ
い
人
を
い
た
わ
る
心
・
美

し
い
も
の
を
愛
す
る
心
・
夢
を
抱
い
て

や
り
抜
く
心
」
の
４
つ
の
心
を
持
ち
、

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
、

３
つ
の
「
心
の
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
筆
頭
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
っ

て
い
ま
す
（
上
の
記
事
参
照
）。

　

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
る
、
心
の

充
実
具
合
が
、
各
種
調
査
か
ら
見
て
取

れ
ま
す
。
例
え
ば
、「
進
ん
で
挨あ

い

拶さ
つ

が
で

き
る
」「
正
し
い
言
葉
づ
か
い
が
で
き

る
」「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い

る
」「
自
分
に
は
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
、
自
己
認
識
す
る
子
ど
も
が
全
国
水

準
よ
り
も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
※
１
）

。

自
己
肯
定
感
が
高
く
、
普
段
の
行
動
を

積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
、
心
豊
か
な

宮
っ
子
が
育
ま
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

本
市
の
小
中
学
校
で
は
、
す
で
に
子

ど
も
向
け
に
「
心
を
育
て
る
50

の
言
葉
」

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年

10

月
に
は
大
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

「
子
ど
も
の
手
本
と
な
る
50

の
言
葉
」

を
策
定
。
本
市
の
「
人
づ
く
り
」
は
こ
れ

か
ら
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
宮
っ
子
た
ち

大
人
の
行
動
規
範

「
子
ど
も
の
手
本
と
な
る
50
の
言
葉
」

ココが
スゴいぞ
宇都宮 3つの心の教育プロジェクト

　子どもたちのよい行いや努力を、認め励ます

ため、市独自の表彰を行っています。

　日本人が大切にしてきた生き方や考え方への

関心を高め、その継承を図っていくために、先

人の知恵や人生の真実な

どが詰まったことわざ、

故事成語、偉人たちの名

言などを取り上げ、学校

や家庭で考える機会を設

けています。

　あいさつ運動、宮っ子チャレンジ

ウィークなどのさまざまな体験活動や、

子どもたちのよい行いや努力を認め、

励ます取り組みを推進しています。

宮っ子心の教育表彰
（平成25年～）

心を育てる50の言葉
（平成27年～）

宮っ子心の教育
（平成24年～）

子ども版

01
心の

教育プロジェクト

02
心の

教育プロジェクト

03
心の

教育プロジェクト

宇都宮北高等学校1年

（宮の原中学校卒業）

栁
やな

田
ぎた

  涼さん

平成30年度受賞

心の教育

編
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大
人
は
子
ど
も
の
手
本
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
で
す
よ

ね
。
で
は
、
実
際
に
ど
う
す
れ
ば

見
本
に
な
れ
る
の
か
。
そ
れ
を
分

か
り
や
す
く
示
し
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
の
が
「
子
ど
も
の
手
本
と

な
る
50

の
言
葉
」
で
す
。
選
定
し
た
の

は
、
主
に
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
こ

と
わ
ざ
や
故
事
成
語
な
ど
。
こ
れ
ら
の

言
葉
は
、
先
人
の
知
恵
が
詰
ま
っ
て
い

て
、
私
た
ち
の
行
動
に
深
み
を
与
え
て

く
れ
る
も
の
で
す
。

　

「
大
人
版
」
は
、「
子
ど
も
版
」
に
記

載
さ
れ
て
い
る
言
葉
を
中
心
に
選
ん
で

い
て
、
子
ど
も
と
共
有
し
や
す
い
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
、

毎
日
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ダ
イ
ア
リ
ー
の

確
認
の
際
に
一
緒
に
意
味
を
調
べ
て
み

る
の
も
い
い
で
す
し
、
各
家
庭
に
合
っ

た
活
用
の
仕
方
を
考
え
て
み
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

　

ま
た
、
言
葉
を
き
っ
か
け
に
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
今
ま
で

話
し
た
こ
と

の
無
い
よ
う

な
話
が
で
き

た
と
い
う
声

も
聞
き
ま
し

た
。
と
て
も

良
い
こ
と
で

す
よ
ね
。

　

は
い
。
そ
れ
に
現
代
は
社
会
の
変
化

も
あ
り
、
子
育
て
・
教
育
に
関
し
て
は
、

学
校
や
家
庭
に
加
え
て
、
地
域
の
役
割

も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

直
接
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
の

少
な
い
人
も
、「
子
ど
も
の
手
本
と
な

る
50

の
言
葉
」
に
触
れ
て
み
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
、「
言
葉
」
を
き
っ
か
け
に
、

大
人
が
見
本
に
な
り
、
社
会
全
体
で
子

ど
も
た
ち
を
育
め
た
ら
、
子
ど
も
た
ち

は
も
っ
と
心
豊
か
に
成
長
し
て
い
け
る

と
思
い
ま
す
。

宇都宮大学教育学部

小宮　秀明 教授

―
な
ぜ
、「
子
ど
も
の
手
本
と
な

る
50
の
言
葉
」
を
策
定
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。

―
普
段
の
会
話
で
は
触
れ
な
い
よ
う
な

深
い
話
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

―
家
庭
で
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
ほ

し
い
で
す
か
。

？

　ふとした時に見て子ども

たちと意味について話した

りと、何気ない瞬間に活用

しています。それぞ

れが好きな言葉を選

んだり、好きな理由

について話していた

りすると、親子でも

思わぬ気付きがあり

ますね。

子どもの手本となる

50の言葉が完成

大人版

子どもの手本となる50の言葉

（一例）

▼一期一会

▼親しき仲にも礼儀あり

▼初心忘るべからず

▼人事を尽くして天命を待つ

▼千里の道も一歩から

▼人のふり見てわがふり直せ

▼百聞は一見にしかず

▼笑う門には福来
きた

る

　本市では、心豊かでたくましい子どもを育てるため、

「宮っこ未来ビジョン」を策定し、人づくりに取り組んで

います。

　「子どもの手本となる50の言葉」は、うつのみや人づ

くり推進委員会が策定し、宮っこ未来ビジョンの基本目

標のうち、「自己実現」「課題解決」「思いやり・共生」「き

まり遵守」の４つに関する言葉が収録されています。

▲「50の言葉」は、連絡帳として使

われているスタンダードダイア

リーに掲載されています。

その他の言
葉は

コチラから
（※2）

さらに

2018年10月

好きな言葉を

教えてもらいました

子どもの手本となる50の言葉

永井友美子さん

田原中学校

永井陸
りく

渡
と

さん

田原中学校

永井りこさん

策定に携わった

小宮教授に聞きました

ID 1018127

保護者
の声
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「
学
校
栄
養
士
」—

—

。
こ
の
言
葉
か

ら
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
す
か
。

現
在
の
小
中
学
校
を
知
ら
な
い
と
、
普

段
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
の
少
な
い
存

在
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
現
在
の
宇
都
宮
で
栄
養
士
は
、
市

内
全
小
中
学
校
に
配
置
さ
れ
、
毎
日
子

ど
も
た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
、
給
食
と
食

育
を
担
う
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　

「
子
ど
も
た
ち
は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
し

た
笑
顔
で
『
先
生
、
い
つ
も
お
い
し
い

給
食
を
あ
り
が
と
う
』
な
ん
て
言
っ
て

く
れ
る
。
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
で
す
」。

そ
う
話
す
の
は
、
晃
宝
小
学
校
で
学

校
栄
養
士
を
務
め
る
吉
澤
先
生
。
献
立

作
成
は
も
ち
ろ
ん
、
給
食
時
の
食
事
マ

ナ
ー
の
指
導
や
食
育
に
関
す
る
授
業
サ

ポ
ー
ト
を
担
い
、
時
に
は
教
壇
に
立
つ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

学
校
栄
養
士
の
存
在
に
よ
っ
て
、
他

の
教
職
員
の
負
担
が
軽
減
し
、
授
業
の

学
校
に
不
可
欠
な
栄
養
の
専
門
家

　最後に紹介するのは「体」。宇都宮では、

食育と体力の向上に力を入れ、子どもた

ちの健やかな成長を育んでいます。

知

体徳

晃宝小学校 学校栄養士

吉澤　有
ゆ

里
り

 先生

　体力向上の一環として、「うつのみ

や元気っ子チャレンジ」を利用した、

全校長縄大会を実施しています。その

後、ドッジボール大会も加わり、子ど

もたちが楽しみな行事として定着して

います。

　長縄大会を始めてから、記録の向上

とともに、子どもたちの体力面でも結

果が表れてきたなと感じています。み

んなで協力することで、子どもたちの

連帯感が増すことも大きな成果です

ね。

▲山岡先生が担任のクラスは、昨年５年生の時にドッジボール大会と

長縄大会両方の高学年の部で準優勝。最終学年となり、「今年は絶対

に優勝したい」と、ますます意欲的です。

うつのみや元気っ子チャレンジ

　学級やグループで、「ボール投げリレー」や、「長

縄での８の字跳び」などに取り組むことで、仲間と体

を動かす楽しさや達成感を味わうとともに、体力の

向上を図っています。

　昨年度は延べ約３万人が参加しました。小学校で

は参加者に認定証を発行し、中学校では最新のラン

キングを各学校で共有し、切
せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

しています。

うつのみや版ミニマム

　小中学生段階で身に付けたい体力や技能を明確に

したもので、「かべ倒立が10秒できる（小学生）」や「二

重跳びが20回できる（中学生）」など、小中学校それぞ

れ５項目ずつ設定されています。市作成の「うつのみや

元気っ子運動プログラム集」などを参考にして、ミニマ

ムにつながる運動に楽しみながら継続して取り組むこ

とで、基本的な運動技能・体力の定着を図っています。

清原中央小学校

山岡　孝一郎先生

食は生きる力になる

ココが
スゴいぞ
宇都宮

体
力

の
向
上編
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準
備
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
が
充
実

す
る
な
ど
、
学
校
教
育
へ
の
貢
献
度
は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
々
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
ら
れ
た

献
立
は
、
保
護
者
に
も
大
好
評
。「
給

食
の
レ
シ
ピ
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
要

望
を
受
け
る
こ
と
も
。「
調
理
員
さ
ん

と
一
緒
に
喜
び
を
噛
み
し
め
て
い
ま

す
」
と
吉
澤
先
生
は
笑
い
ま
す
。

　

給
食
の
ご
飯
と
い
え
ば
、
銀
色
の
丸

い
容
器
や
赤
い
お
弁
当
箱
に
入
っ
た
も

の
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
注
文
し
て
届
け

て
も
ら
っ
て
い
た
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
現
在
の
宇
都
宮
の
給
食
で
は
、

学
校
や
給
食
セ
ン
タ
ー
で
炊
い
た
ば
か

り
の
「
ほ
か
ほ
か
ご
飯
」
を
自
分
た
ち

で
よ
そ
っ
て
食
べ
る
の
が
日
常
で
す
。

　

吉
澤
先
生
は
言
い
ま
す
。「
や
っ
ぱ

り
炊
き
立
て
な
ら
で
は
の
お
い
し
さ
が

一
番
。
自
校
炊
飯
が
始
ま
っ
て
残
食
も

減
り
ま
し
た
。
毎
日
ご
飯
を
よ
そ
う
と

い
う
経
験
も
着
実
な
生
き
る
力
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」。

　

「
食
べ
る
こ
と
は
楽
し
い
こ
と
。
そ

う
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
私
の
使
命
」

と
い
う
吉
澤
先
生
。
今
日
も
「
食
」
の

面
か
ら
最
高
の
サ
ポ
ー
ト
に
励
ん
で
い

ま
す
。

炊
き
立
て
ご
飯
が
生
き
る
力
に

アイデア通信

「宇都宮の教育 ココがスゴい」
　　　について私はこう考えます

1 今回紹介した中で、あなたが特にスゴいと感じた教
育の取り組みは何ですか。当てはまる番号に◯を
付けてください（複数可）。

　① 全校配置された学校図書館司書による「図書館教育」

　② 子どもたちの考える力を育む「宇都宮モデル」を活用した授
業改善

　③ 子どもたちの学力に応じたきめ細かな「少人数指導」

　④ ALTを活用した「小学１年生からの英語教育」

　⑤ 宇都宮の文化や風土を愛し、誇りに思う子どもたちを育む
「宇都宮学」

　⑥ 豊かな心を育む「宮っ子心の教育」・大人に向けた「子ども
の手本となる５０の言葉」

　⑦ 全校配置された学校栄養士による食の大切さなどを学ぶ
「食育」

　⑧ 給食室から提供する「100％宇都宮産の炊き立てご飯」

　⑨ 仲間と協力しながら体力向上を目指す「うつのみや元気っ
子チャレンジ」

　⑩ 小中学生の段階で最低限身に付けたい体力・技能を示した
「宇都宮版ミニマム」

　⑪ 中核市トップレベルにある学校の「市費非常勤嘱託員の人数」

　⑫ その他（　　 　　　　　　　　　　　  　　　 　　　　）

2 次世代を担う子どもたちが、たくましく生きていく
ためには、どのような教育が必要だと思いますか？ 1021254　

 あなたの意見をお寄せください
　市民の皆さんから、「宇都宮の教育　ココがスゴい」についての意見・提
案をお受けします。寄せられた意見・提案などは、施策の参考とします。なお、
一部を後日、広報紙で紹介します。質問などへの回答は、直接本人あてに返
信しませんので、ご了承ください。
　左のはがき（切手不要）を切り取り、9月20日（金）ま
でにポストに投函してください。他のはがきや手紙・フ
ァクス・Eメール・市ホームページのアンケートでも受
け付けます。
送付先

〒320-8540市役所総合政策部広報広聴課
☎（632）2028、 （639）0627
　 u2030@city.utsunomiya.tochigi.jp
広報うつのみやプラス「宇都宮の教育 ココがスゴい」についての問い合わせ先

教育委員会事務局教育企画課
☎(632)2705、　　（639）7159
　 u4612@city.utsunomiya.tochigi.jp

▲ウェブでの回答

　はこちらから

▲「メニューが豊富だし、新鮮なものが出てきておいしい」「栄養

バランスがバッチリ」。子どもたちから口々に絶賛の声が上がりま

す。栄養士の先生は、給食時には各クラスを回って食事マナーな

どの指導を行っています。

ココが

スゴい
ぞ

宇都宮

学校で3
スリーエックススリー

x 3を楽しもう
宇都宮ならでは

　2016 年に初の世界大会

を開催し、今年は、さらに世

界大会ファイナルが行われる

など、宇都宮での開催が根

付いてきた「３x３」。子ども

たちにもその楽しさを体感し

てもらおうと、現在小中学校

で続々と専用ゴールが設置

され、授業や昼休みの際に

楽しまれています。

▲プロバスケットボール選手な

どによる体験教室を開催。3x3

の輪が拡大しています。

7

栄養の専門家 栄養士が指導します
　本市独自に全小中学校に栄養士を配置。栄養

指導・食事マナー指導などをきめ細かに行って

います。

炊き立てほかほかご飯
　給食室で炊いた温かいご飯を週４回提供し、

地域の食材を積極的に使用しながら、栄養バラ

ンスに優れた日本食の良さを伝えています。

※  「中核市行政水準調査」学校栄養職員数（県費・市費）および児
童生徒1,000人市立小中学校および学校給食センターのうち栄養
職員（県費・市費）を配置している割合

100％宇都宮
産

※充実度全国1位（※
）

食 育
編

ID 1016702
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差出有効期間
2020年 月
日まで

【切手不要】

料金受取人払郵便

宇都宮中央郵便局

承　　認

0656

15

8

（受取人）

　宇都宮市旭１丁目１番５号

（宇都宮市役所）

　宇都宮市総合政策部広報広聴課
行

年齢　　　　　 歳

差し支えがなければ記入してください。広報紙で意見を紹介する際には、氏名の記載はしません。

なお、はがきの情報については、目的以外には使用しません。

職業

住所氏名

3 2 0 8 7 4 0

　広報うつのみやプラスや政策特集は、皆さんに一緒に考

えていただきたいテーマを取り上げ、年に数回編集します。 

「平成を振り返り　そして令和へ」の概要

前回の広報うつのみやプラス
　前回の広報うつのみやプラス「平成

を振り返り　そして令和へ（令和元年5

月号）」に対して43人の市民の皆さん

からご意見をいただきました。代表的

なものを紹介します。

前回のテーマ

平成を振り返り
そして令和へ 写真で見る宇都宮の平成史

　市政では、平成８年に市制施行

100周年を迎え、中核市へ移行。平

成19年に「上河内町」「河内町」と合

併し、北関東初の50万人都市とな

りました。

　スポーツ・文化面では、平成２年

の世界選手権自転車競技大会が

契機となり、現在のジャパンカップ

サイクルロードレースに発展。平成28年に初開催した

「3ｘ3」国際大会は、今年11月にワールドツアーファイナ

ルの開催が決定。また、平成30年には大谷石文化が日

本遺産に認定されるなど、スポーツと文化が融合する魅

力的な都市に発展しています。

　交通面では、平成30年に芳賀・宇都宮LRT事業の工事

施工認可を取得。2022年の開業に向け、さらなる発展

が期待されています。

新たな節目　１００年先も誇れるまちを目指して
　本市では、100年先も誇れるまちを目指し、まちづくり

の設計図となる「第6次総合計画」を策定しました。今後

も、人口減少・人口構造の変化に対応できる持続可能な

都市づくりを進めていきます。

平成が終わり、令和がスタートする今、あなたは宇

都宮市がどのようなまちになることを望みますか？

▼緑が多い素晴らしい街並みを作ってほしい。空き店舗

が多くなっているので、大通りにセンスのある店舗が

増えれば行きたい（今泉・70代）。

▼働く親を助けるため、学童施設を充実させないと、少子

化社会の回復にはならない（睦町・70代）。

▼子育てのしやすさや住みよさは実感している。より良

い情報提供が欲しい（宝木町・40代）。

▼高齢者が車を手放しても住みよい街になるよう、もっと

バスを整備してほしい（富士見が丘3丁目・80代）。

▼よく通院するので、バスの本数が多いのは良い。近所

から乗れるバスの本数を増やしてほしい（下小倉町・20

代）。

▼LRTの導入やプロスポーツなどのイベント、夏の花火

大会や宮まつりを盛り上げてほしい（中岡本町・30代）。

▼JR宇都宮駅・東武宇都宮駅と大谷など、観光地をつな

いだ交通手段があると、活性化するのではないか（山

本2丁目・60代）。

▼楽しく子育てのできる宇都宮市になってほしい。公園

など屋外スペースはたくさんあるのが良い。有料でも

いいので、雨の日や暑すぎて遊具で遊べない時に屋内

で遊べるスペースをもう少し作ってほしい。（富士見が

丘・40代）。

▼なるべく災害のない平和な宇都宮市でありたい。地方

都市ならではの街で、のどかな日々を送りたい。車のナ

ンバープレートにミヤリーちゃんがいてくれると良い

（下岡本町・50代）。

▼高齢者や子どもは送迎がないと遊びに行けないので、

車のない生活を可能にしてほしい。買い物の際、帰宅

する時に大きい荷物がある場合や風雨だと自転車では

行けないので、交通の便を良くしてほしい（70代）。

▼地区市民センターや出張所、図書館などへ行ける自転

車専用道路や市内スポーツ施設に行ける遊歩道を完

備してほしい（瑞穂１丁目・70代）。

▼宇都宮市がいろいろな意味で「選ばれる街」になってほ

しい。また、職場を増やしてほしい。

スリーエックススリー

ID 1018947


